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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、潜在的に潜む地域特有の

場所構造を基として修景・保存および地域景
観形成の指針を明らかにし（基礎研究）、そ
の研究成果を基として実際の景観整備手法
の開発を目的とする（応用研究）。 
申請研究では、基礎研究の第一段階として

石川県能登半島最北端に位置する珠洲を事
例とした場所構造の解明を目的とする研究
を計画している。 
研究活動としては以下の３つ種類につい

て実施している。 
(１).祭礼調査 
須須神社に由来の深い地区のキリコ祭りに
ついて随行調査を行い、記録を収集している。 
(２).ヒアリング調査 
祭礼調査のプレ調査としての各部落単位で
のヒアリング調査に加えて、公民館区 10 地
区の珠洲の祭礼状況についての調査を行っ
ている。 
(３).フォーラムおよび展示会 
「すず再発見フォーラム」と題して住民との
祭礼文化の魅力の発見と今後の維持につい
ての意見交換会を３回に亘り実施している。 
 
２．研究の進捗状況 
(１).祭礼調査 
平成19年度は、雲津、上戸、正院、鵜島、

引砂、狼煙、大屋、川浦、折戸、高屋の祭礼
調査を計画していたが、折戸地区については
日程調整が困難ため次年度持ち越しとした。
平成20年度は高屋地区（10月10日）、折戸
地区の５地区を対象とした秋季祭礼調査を
実施した。但し、本年度の調査対象となって

いた折戸地区は祭礼前日に中止が決定にな
り来年度持ち越し調査となった（10月11日）。
平成 21 年度は、寺家地区および馬緤地区の
祭礼調査を行い、申請計画当初に予定してい
た全ての地区の調査を終了した。 
(２).ヒアリング調査 
平成19年度では、上述の祭礼調査対象11

地区の事前調査として地区の代表者にヒア
リングを行い、地区の秋季祭の歴史、近年の
組織、キリコ巡幸の順路等の確認を行った。
併せて、祭礼日に振る舞われる｢ヨバレ料理｣
の記録を採取している。平成 20 年度は、狼
煙地区（11月26日）、寺家地区（11月27日）、
熊谷地区（2 月 4 日）の３地区にヒアリング
調査を行い、昨年度の補足調査とした。 
採取したデータをもとに時系列筠に神輿

巡幸ルートを記した祭礼マップを作成中で
ある。 
(３).フォーラムおよび展示会 
平成19年度は珠洲でも初となる本格的な

キリコ祭りに関するフォーラム「すず再発見
フォーラム」を企画し、第１回の「キリコ祭
り、を知る」を珠洲市および珠洲市教育委員
会の協力により実施した（11月17日）。平成
20年度は、キリコ文化を中心としたフォーラ
ムを開催し、キリコ会館・元館長の藤平朝雄
氏をはじめとして奥能登塩田村組合長の横
道嘉弘氏、羽黒神社宮司の高山哲典氏、金沢
星稜大学の堂下恵講師を招聘し「キリコ祭り
を深く知る」フォーラムを開催した（9月16
日）。平成 21 年度は、「キリコ祭り囃子写真
展」（12月20日-27日）祭礼の写真を中心に
地域住民に紹介し、併せて祭礼継続について
の住民の声を集約した。なお、今回は珠洲市
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が企画した「奥能登キリコ囃子フォーラム」
と共同開催を行った。 
 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に達成している。 
計画当初では、祭礼調査体調地 11 地区での
調査およびヒアリング調査を目指していた
が、平成20年度に既にほぼ予定を終了して、
調査結果を踏まえて平成 21 年度からは新し
い課題に取り組みを開始している。 
a.キリコ調査結果のデータベース化 
調査結果をデータベース化する試みとと

もに、キリコ本体の3次元測量とその３次元
モデル化について、（株）国土開発センター
との共同研究を開始している。 
b.キリコ祭りに関する住民周知の活動 
計画当初において企画化されていなかっ

た市民参加型のフォーラムの３回の実施に
より、学術的成果をより広い範囲で住民と共
有するとともに、今後の祭礼の保存継承活動
についての具体的な問題把握を行うことが
できた。 
さらに、地元の写真家との連携により、『キ

リコ囃子写真展』を開催することができ、祭
礼における地域差などを視覚的に表現する
ことができた。 
c.キリコ祭り副読本企画 
ヒアリング調査を基とした研究とともに、

実践的に町づくりのツールとして副読本の
作成企画を珠洲市および珠洲市教育委員会
と平成 22 年度より開始することになってい
る。この資料の完成により、研究成果を活か
した地域貢献とともに、新しい観光産業に寄
与したい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ヒアリング調査した結果については、祭礼

文化衰退について分析を経て、平成 22 年度
には珠洲市教育委員会および珠洲市企画財
政課とともに小中学生対象の地域教育用副
読本の基礎資料として活用される予定であ
る。 
さらに、調査データベースの成果および３

次元測量で得られたデータを一般公開する
『ヴァーチャルキリコ会館』構想を平成 22
年度より珠洲市とともに整備する予定であ
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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